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1995年憲法［Government of Uganda 1995, Article 237］は、慣習的保有をひとつの土地保有形態






ための戦略を発表した［Ministry of Lands, Housing and Urban Development 2013, 3,18-19］。そのひと




域では全県で CTCO発行を中断している 4。権利証書を持たない人々は、家屋に“THIS LAND IS 
NOT FOR SALE”とペイントすることで自らの土地を守る動きを見せている。 
慣習地の登記が進まない一因には、各県・郡・準郡・地区・村に設置された地方評議会（Local 
Council、以下 LC）5の資金や能力不足がある 6。国家土地政策は CTCO 取得を推進する一方で、
その発行を担う地方評議会が機能していないことを前提に、「土地管理機能の一部を、伝統的且つ






                                                        
1 本稿では、英語の“tenure”を「保有」、“ownership”を「所有」と、英語に忠実に訳した。 
2 権利には、土地の売買、第三者への使用権の付与、土地を担保とした銀行からの借り入れ、土地を分割した上で




4 2019年 3月 21日、筆者がホイマ県庁にて行った土地管理官代理へのインタビューより。 
5 地方評議会は村に設置される LC1から県に設置される LC5まで 5段階に分かれている。 
6 詳しくは Ohira［2019］を参照。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 

































                                                        
7 マイロ保有の歴史は 1900年ブガンダ協定に遡る。本協定は、19,600平方マイルの土地（ウガンダの土地全体の
おおよそ 20%）を、イギリス女王、ブガンダ王、1,000 人のチーフに分配するものとした［Batungi 2008, 118］。
「マイロ」は「マイル」が訛ったものとされている。なお、王政廃止とともに廃止されたマイロ保有は 1995年
憲法で復活したが、所有者が不明確な土地も多く、2003 年時点では、19,600平方マイルのおよそ半分が慣習地
であるとの記録がある［Batungi 2008, 78］。 
8 多くの研究者に指摘されるように、「慣習」は植民地支配の過程を経て大きく変容してきたことから、今現在、
何を「慣習的」とするのかは不確かであり［Boone 2014; Quinn 2014］、ウガンダ国内だけを見ても多様な慣習的
な規範やルールが存在する［Leeuwen 2014］。 
9 筆者は、2019年 2月 29日から同 3月 27日まで、首都カンパラ及びブニョロ地域ホイマ県で現地調査を行なっ
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 














































































                                                        






り規定された［Uganda Protectorate 1933, Article 12］。 
17 ただし、野生動物保護地（game reserve）や森林の管理は、王ではなく保護領政府総督に権限があり［Uganda 
Protectorate 1933, Article 27, 32］、それ以外の土地の管理についても、王は、総督の指示に適宜従うものとされた
［Uganda Protectorate 1933, Article 25］。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 















政府が認知、強化する必要性を主張している［Ministry of Lands, Housing and Urban Development 2013, 
19］。さらには、慣習地における土地分配、土地使用、土地争いに関して、伝統的な土地管理制度
が一次対応を担うメカニズムとなるよう、政府が法的な支援を整えていくと述べている［Ministry 











現在の王国は 1994年 22に就任したイグル王を中心に、図 1が示すように組織化された構図を持
つ。王の直下には様々な実務を担う首相がおり、王によって任命される首相や大臣が内閣を構成
し、特定の任期はなく、能力や業績に応じて人員の交代が行われる。最高評議会の評議員は、王
                                                        
18 1967年までのブニョロキタラ王国の土地管理詳細については Ohira［2016］参照。 
19 王政廃止後から 1975年までの間に、チーフではない地主たちが、土地に対してどのような権限を持っていたの
かに関しては文献が限られており、さらなる調査を必要とする。 
20 2019年 12月の段階で、伝統的な土地制度を強化するための法整備はなされていない。 











年 9月時点のレートで 145,000円）の交付金がある 24。王国の財源は限られており、首相以下、王
国において何らかの役職を持つ人々は、全員が無償でそれぞれの活動にあたっている 25。 
 
図 1 ブニョロキタラ王国の組織図 
 
出所：2019年 3月 20日、筆者が王国首相および秘書に行ったインタビューより筆者作成。 
 
王と住民の関係性だが、ホイマ県に住むニョロ人の多くはニョロ人であることに誇りを持ち、









24 2019年 3月 20日、筆者がホイマタウンにて行った元・王の私設秘書へのインタビューより。 
25 2019年 3月 11日〜23日、筆者がカンパラ、ホイマタウン、チャビガンビレ準郡にて行った、王国首相、大臣、
チーフへのインタビューより。ただし、2019年 11月 30日に発表された王国の年間予算案によると、予算は 99




用いて自身を表現した（2019 年 3月 19日〜24日、筆者がホイマタウン、チャビガンビレ準郡、チトバ準郡に
て行ったインタビューより）。 
27 2名にエンパンゴに参加しない理由を訪ねたところ、1名（非ニョロ人）は興味がないと回答し、もう 1名（ニ
ョロ人）は王宮広場まで行く交通費がないと回答した（2019年 3月 19日、2019年 3月 23日、筆者がチャビン
ガンビレ準郡にて行ったインタビューより）。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 










































31 2019 年 3 月 22 日、筆者がホイマタウンにて行なったチュウェジクラン事務局長兼準郡レベル王国チーフへの
インタビューより。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 














あり、女性 Rの視点からは、第 1節で定義した伝統的権威に解決の糸口を求めたわけではない 35。
なお、女性 M の場合は、身近に国会議員がいたとのことだが、「伝統的権威に頼ろうという考え
はなかったのか」と聞いてみたところ、「王国は人々のために何もしない。闘ってくれているのは













                                                        
32 2019年 3月 23日、筆者が K村で行った女性 Rへのインタビューより。 
33 なぜこのようなケースが発生したのかは分からないが、女性Mは、石油（amafuta）が原因ではないかと述べた
（2019年 3 月 19日、筆者が K 村で行った女性 M へのインタビューより）。ブニョロ地域ではアルバート湖畔
で石油が発見され、中央政府は 2006年より本格的な石油開発に乗り出した。以降、ホイマ県を含むブニョロ地
域各所において土地の市場価値が高まっている。 
34 2019年 3月 19日、筆者が K村で行った女性Mへのインタビューより。 
35 女性 Rが暮らす村では、筆者による現地調査の直前に新たなチーフが任命されたが、新たなチーフとは親しい




37 2019年 3月 22日、筆者が B村で行った K氏を含む 5名へのインタビューより。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 
































を実施することは現実的には難しいと述べる 42。そのような中、第 4 節で確認したように、村レ
                                                        
38 2019年 3月 18日～23日、筆者がチャビガンビレ準郡で行ったインタビューより。 






42 2019年 3月 21日、筆者がホイマ県庁にて土地管理官代理に行ったインタビューより。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 



































                                                        
43 この他に、HIV／AIDS予防、森林保護の分野での協働事例がある。 
44 2019年 3月 22日、筆者がホイマタウンでホイマ県副長官に行ったインタビュー、2019年 3月 23日、筆者がチ
トバ準郡にてヘルスワーカーに行ったインタビューより。なお、予防接種のキャンペーンの際に、クランリーダ
ーがどのような働きをしたのかについては、今回の調査では明らかにならなかった。 
45 2019年 3月 20日、筆者が王国評議会議事堂広場にて T氏に行ったインタビューより。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 






































                                                        
46 2019年 3月 21日、筆者がホイマ県庁にて土地管理官代理に行ったインタビューより。 
慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割 








Adoko, Judy and Liz Neate 2017. “Securing Family and Community Land Rights for Equity and Sustainability through 
Resilient, Traditional Land Management Institutions.” Paper presented at the 2017 World Bank Conference of Land and 
Property. Washington DC, March 20-24. 
Baguma, Joseph 2016. “King Names Two Babies during his Visit to Kiryandongo Maternity Ward.” New Vision, 31 May.  
Batungi, Nasani 2008. Land Reform in Uganda: Towards a Harmonised Tenure System. Kampala: Fountain Publishers. 
Beattie, John 1971. The Nyoro State. Oxford: Oxford University Press. 
Boone, Catherine 2014. Property and Political Order in Africa: Land Rights and the Structure of Politics. Cambridge: 
Cambridge University Press. 
Bunyoro Sqoop 2019. “If You Want to Steal Kingdom’s Money that Time is Long Gone – Oweki Owagonza Robert.” 30 
November. 
Coldham, Simon 2000. “Land Reform and Customary Rights: The Case of Uganda.” Journal of African Law 1: 65-77. 
Doyle, Shane 2006. Crisis and Decline in Bunyoro: Population and Environment in Western Uganda, 1860-1955. London: The 
British Institute in Eastern Africa. 
Government of Uganda 1995. Constitution of the Republic of Uganda. Kampala: Government of Uganda. 
―――1998. The Land Act. Kampala: Government of Uganda. 
Leeuwen, van Mathijs 2014. “Renegotiating Customary Land Tenure Reform: Land Governance Reform and Tenure Security 
in Uganda.” Land Use Policy 39: 282-300. 
Ministry of Lands, Housing and Urban Development. 2013. The Uganda National Land Policy. Kampala: Ministry of Lands, 
Housing and Urban Development. 
Mugambwa, John T. 2002. Source Book of Uganda’s Land Law. Kampala: Fountain Publishers. 
Mugerwa, Francis 2014. “Government Returns Bunyoro Kingdom Property.” Daily Monitor, 5 April. 
Ohira, Wakiko 2016. Contemporary Socio-Political Instabilities in Western Uganda: Learning from the History of the Bunyoro 
Kingdom. Unpublished master’s thesis. Tokyo University of Foreign Studies. 
―――2019. “Land and Decentralization Reforms in Uganda: The Way Forward to Protect Customary Land Rights.” in Chang, 
Yongkyu and Eun Kyung Kim eds. African Politics and Economics in a Globalized World. Seoul: Dahae Publishing. 
Quinn, Joanna R. 2014. “Traditional?! Traditional Cultural Institution on Customary Practices in Uganda.” Africa Spectrum. 
3:29-54.  
Rugadya, Margaret 1999. “The Ugandan Experience.” Paper presented at Land Use and Villagization Workshop. Kigali. 
Southall, R. J. 1972. Parties and Politics in Bunyoro. Kampala: Makerere Institute for Social Research. 
Uganda Protectorate. 1933. The Bunyoro Agreement. Entebbe: Uganda Protectorate. 
―――1957. Land Tenure in Uganda. Entebbe: Uganda Protectorate. 
 
（おおひら・わきこ／東京大学大学院総合文化研究科） 
